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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、通りすがりの人(バイスタンダー)が院外心停止（OHCA）傷病者にBLSを実施

する意志を高める教育方法を明らかにすることを目的に、社会心理学で他者を援助する際

の心理状態に用いられる援助行動理論に基づいて設定したBLS実施意志の促進・抑制要因

とBLS実施意志との関連を、インターネットを用いて全国調査を行った研究である。その

結果、傷病者への介入の度合いの上昇に伴い、BLS実施の意志は低下していた。BLS実施意

志の促進要因として、BLS実施の能力・経験の充足、自分のメリット、個人の行動基準と

なる価値観、傷病者との心理的距離の近さの4つが示された。抑制要因として明らかとな

った要因はなかった。本論文の内容は、これらの促進因子に着目した講習会などの教育活

動が、バイスタンダーによるBLSの実施率を高めるために有用であることを示唆するもの

であり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


